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交顕羅几褥

五
二
）
に
完
成
し
ま
し
た
。
天
皇
の
崩
御
後
、
皇

后
が
天
皇
の
追
愛
品
を
大
仏
に
献
納
し
た
こ

と
が
正
倉
院
宝
物
の
は
じ
ま
り
で
あ
り
、
ま
た

だ
い
ぶ
つ
か
い
げ
ん
え

正
倉
院
宝
庫
に
は
大
仏
開
眼
会
の
関
連
品
が

数
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
正
倉
院
宝
物
は
大
仏
と
深
い
関
連
を

有
し
て
い
ま
す
。
大
仏
が
開
眼
さ
れ
て

―二
五

0
年
目
に
あ
た
る
今
年
、
正
倉
院
展
に
は
大
仏

し

ら

ぎ

開
眼
会
の
関
連
品
を
は
じ
め
、
新
羅
と
の
交
易

造
立
し
た
東
大
寺
大
仏
は
、
天
平
勝
宝
四
年
（
七

聖
武
天
皇
と
光
明
皇
后
が
梢
魂
を
傾
け
て

使
節
が
来
朝
し
大
仏
を
拝
し
ま
し
た
。
こ
の
お

推
定
さ
れ
る
楽
器
が
出
陳
さ
れ
、
法
要
の
盛
大

槽
四
絃
琵
琶
な
ど
東
大
寺
で
用
い
ら
れ
た
と

に
関
す
る
品
々
、
文
掛
、
遊
戯
具
、
調
度
品
、
仏

具
な
ど
が
出
陳
さ
れ
ま
す
。

大
仏
開
眼
会
に
関
す
る
宝
物
は
、
塑
武
天

皇
と
光
明
皇
后
が
か
ぶ
っ
た
御
冠
の
残
欠
を
は

じ
め
、
伎
楽
面
、
伎
楽
装
束
な
ど
の
用
具
類
が

げ
ん
か
ん

出
陳
さ
れ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
桑
木
玩
咸
、
紫
棺

な
様
子
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
大

仏
が
開
眼
さ
れ
た
年
、
七
百
人
を
越
す
新
羅

特
別
展

第
54
回

正

倉

院

展

た
ち
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

あ
わ
せ
て
奈
良
時
代
の
華
や
か
な
文
化
を
私

が
出
陳
さ
れ
ま
す
。

櫨
を
は
じ
め
、
金
銅
火
舎
、
密
陀
絵
鳥
獣

文
漆
櫃
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
仏
具
に
は
鯨
閉

金
銀
絵
如
意
、
柿
柄
塵
尾
、
琥
珀
誦
数
、
磁
塔

と
白
石
塔
な
ど
美
し
い
装
飾
が
施
さ
れ
た
品
々

こ
の
ほ
か
、
奈
良
時
代
の
歴
史
や
政
治
を
伝

え
る
費
重
な
文
由
類
が
展
示
さ
れ
、
宝
物
類
と

銅 投
げ
入
れ
る
遊
び
で
、
古
代
中
国
に
お
け
る
買

連
す
る
品
が
見
ら
れ
ま
す
。
今
回
、
新
羅
交
易せん

品
の
う
ち
色
脈
、
墨
、
華
厳
経
論
峡
、
白
銅
剪

子
、
佐
波
理
加
盤
と
銅
匙
が
出
陳
さ
れ
ま
す
。

す

ご

ろ

く

と

う

こ

遊
戯
具
に
は
双
六
局
、
双
六
筒
、
投
壺
と
投
壺

矢
が
出
陳
さ
れ
ま
す
。
投
壺
は
矢
を
壺
の
中
に

人
の
儀
礼
と
さ
れ
た
も
の
で
す
。
調
度
品
に
は
、

転
が
っ
て
も
灰
が
こ
ぽ
れ
な
い
球
形
の
香
炉
の

う
で
、
正
倉
院
宝
庫
に
は
新
羅
と
の
交
易
に
関

り
日
本
の
箕
族
と
の
間
に
交
易
が
行
わ
れ
た
よ

十
月
二
十
六
日
（土）
ー
十
一月
十一
日
（月
）
東
西
新
館

会
期
中
無
休

十
七

御
冠
残
欠
、
漆
冠
笥
、
珊
瑚
、
彫
石
横
笛
、
紫
棺
槽
四
絃
琵
琶
、
桑
木
玩
咸
、
深
緑

維
玩
咸
袋
、
伎
楽
面
、
未
造
了
沈
香
木
画
筆
管
、
花
脈
、
華
厳
経
論
峡
、
墨
、
白
銅

剪
子
、
佐
波
理
加
盤
、
新
羅
文
書
、
銅
匙
、
雑
物
出
入
継
文
、
正
倉
院
古
文
書
正
集

第
四
十
四
巻
（
孝
謙
宣
命
ほ
か
）
、
東
南
院
古
文
書
第
五
櫃
第
一
二
巻
（
聖
武
天
皇

勅
・
奴
婢
帳
目
録
・
新
羅
江
荘
券
ほ
か
）
、
東
大
寺
開
田
地
図
、
双
六
局
、
双
六
筒
、

投
壺
、
投
壺
矢
、
雲
鳥
飛
仙
背
円
鋭
、
銅
煎
櫨
、
灰
細
羅
几
褥
、
鯨
閉
金
銀
絵
如

意
、
黒
柿
蘇
芳
染
金
銀
絵
如
意
箱
、
磁
塔
、
白
石
塔
、
大
方
広
仏
華
厳
経
論
巻
第

《
主
な
出
陳
作
品
〉



幽

一遍聖絵（第六巻 第三段） 清浄光寺・歓喜光寺

夫
し
て
い
ま
す
。

来
よ
り
以
上
に
深
く
味
わ
え
る
よ
う
に
エ

に
も
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
お
と
な
に
も
従

示
に
お
い
て
は
、
絵
巻
の
楽
し
み
を
こ
ど
も

連
続
し
て
開
催
し
ま
す
。
特
に
当
館
で
の
展

半
部
を
当
館
で
と
い
う
よ
う
に
、
二
会
場
で

博
物
館
で
(
+
月
九
日
＼
十
一月
十
日
）
、
後

ら
協
力
し
て
、
各
巻
の
前
半
部
を
京
都
国
立

れ
六
巻
ず
つ
寄
託
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
か

当
館
と
京
都
国
立
博
物
館
で
は
、
そ
れ
ぞ

た
い
と
思
い
ま
す
。

巻
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識
す
る
場
と
し

た
。
こ
の
機
会
に
全
巻
を
展
示
し
、
こ
の
絵

な
状
態
と
表
現
の
鮮
明
さ
を
回
復
し
ま
し

い
絹
地
に
彩
色
し
て
描
か
れ
た
絵
が
、
良
好

保
存
修
理
が
完
成
し
、
絵
巻
と
し
て
は
珍
し

全
十
二
巻
は
、
六
年
間
を
か
け
て
行
わ
れ
た

消
浄
光
寺
・
歓
喜
光
寺
の
所
蔵
に
な
る

伝
記
絵
巻
の
名
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

親
と
子
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

遍
聖
絵
絵
巻
を
あ
じ
わ
う

い
っ
ぺ

ん

ひ

じ

り

え

じ

し

●

う

国
宝
「
一
遍
聖
絵
」
は
、
鎌
倉
時
代
に
時
宗

を
開
い
た
高
僧
、

一
遍
上
人
の
生
涯
を
表
す

い
っ
ぺ
ん
し
ょ
う

に

ん

え

で

ん

も
の
で
、
「
一
遍
上
人
絵
伝
」
と
も
称
さ
れ
、

十
一月
二
十
六
8
（
火
）
ー
十
二
月
二
十
三
8
（月
・祝
）
東
新
館

た
。
奈
良
県
下
に
こ
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
文
化

本
さ
ん
は
、
故
郷
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
ま
し

龍
門
村
）
に
因
ん
で
龍
門
文
庫
と
命
名
し
た
阪

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
生
地
（
奈
良
県
吉
野
郡

般
に
は
文
庫
の
存
在
さ
え
も
知
ら
れ
て
い
な
い

た
善
本
を
実
際
に
目
に
し
た
人
は
少
な
く
、

少
数
の
研
究
者
を
除
け
ば
、
そ
れ
ら
の
す
ぐ
れ

し
か
し
公
開
日
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

に
分
類
さ
れ
、
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

古
写
経
・
古
写
本
・
古
板
本
・
古
活
字
版
な
ど

れ
ら
は
昭
和
の
初
期
に
蒐
集
さ
れ
た
も
の
で
、

良
県
吉
野
郡
吉
野
町
上
市
に
あ
り
ま
す
。
そ

超
え
る
古
典
籍
の
善
本
を
納
め
た
文
扉
で
、
奈

実
業
家
の
阪
本
猷
さ
ん
が
蒐
集
し
た
一千
点
を

龍
門
文
庫
（
財
団
法
人
阪
本
龍
門
文
庫
）
は
、

龍
門
文
庫

特
別
陳
列

龍門文庫

平常展

仏教美術の名品
本館

西新館

~12月25日

1 1月26日~12月25日

（彫刻・考古）

（工芸・考古）

本館・西新館では仏教美術の名品をジャンル別に殷示し

ます。

特別展のIJIJfll¥中も、本館のみの観虹を希咆される楊合
は平常展料金でご烈いただけます。

占
＠木造八幡三神坐像（神功皇后像） 薬師寺

か
ら
（
夏
目
漱
石
自
筆
原
稿
）
、
玄
鶴
山
房
（
芥
川
龍
之
介
自
箪
原
稿
）

知
ら
れ
ざ
る
奈
良
の
至
宝

雑
宝
蔵
経
巻
第
一
（
光
明
皇
后
願
経
）
、
講
讃
大
乗
功
徳

経
（
善
光
朱
印
経
）
‘
◎
花
鳥
餘
情
（
一条
兼
良
自
筆
）
‘
◎
日
本
感
霊
録
、
◎
万

代
和
歌
集
（
撰
者
自
筆
）
、
伊
勢
公
卿
勅
使
神
宝
絵
図
、
長
恨
歌
伝
・琵
琶
行

（
消
原
宣
賢
筆
）
、
平
等
院
御
経
蔵
目
録
、
観
世
流
謡
本
（
嵯
峨
本
）
、
日
本
書
紀

神
代
巻
（
炭
長
勅
版
）
、
住
吉
潮
干
図
（
住
吉
如
慶
筆
）
、
源
氏
物
語
湖
月
抄

（
賀
茂
真
淵
自
箪

入
）
、
貞
丈
雑
記
（
伊
勢
貞
丈
自
錐
）
、
好
色
一代
女
、
そ
れ

《主
な
出
陳
作
品
》

と
し
て
「
龍
門
文
庫
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

財
が
あ
る
こ
と
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

十
一月
二
十
六
日
（火
）
ー
十
二
月
二十一―

-B
（月
・祝
）

西
新
館
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展覧会の会場入り口付近

ー
外
か
ら
み
る
奈
良
博
ー

特
別
展

『
観
音
の
み
て
ら
石
山
寺
▼
」

を
鑑
賞
し
て

奈
良
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
石
山
寺
展
を
拝
見
し
て
数
日
た
っ
た
あ
る

日
、
奈
良
博
の
展
覧
会
担
当
者
か
ら
見
学
記
の
原
稿
依
頼
が
あ
っ
た
。
そ
の
電
話
を
頂

戴
し
た
時
ま
だ
私
自
身
が
寝
ぽ
け
眼
で
あ
っ
た
せ
い
も
あ
る
が
、
あ
る
種
の
”
窮
屈
さ
II

を
感
じ
た
。
今
以
て
そ
の
と
き
感
じ
た
窮
屈
さ
が
何
に
起
因
す
る
か
判
然
と
し
な
い
の

で
あ
る
が
、
ひ
と
つ
は
私
が
石
山
寺
の
所
在
す
る
滋
賀
県
の
博
物
館
に
勤
務
す
る
か
ら

で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
同
業
者
の
展
覧
会
を
云
々
す
る
こ
と
は
ひ
い
て
は
わ
が
首
を
し

め
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
本
能
的
な
畏
れ
に
原
因
し
て
い
る
の
か
も
知
れ

な
い
。
滋
賀
県
で
文
化
財
の
仕
事
に
従
事
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
石
山
寺
は
常
に
何
ら
か
の

関
係
で
お
世
話
に
な
る
重
要
な
寺
院
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
石
山
寺
に
伝
来
す
る
文
化
財

に
つ
い
て
は
、
不
遜
に
も
私
自
身
ほ
と
ん
ど
承
知
し
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ

が
秘
仏
本
尊
の
胎
内
か
ら
飛
鳥
・
白
鳳
期
の
金
銅
仏
四
体
が
奈
良
博
の
調
査
に
よ
っ
て

新
た
に
発
見
さ
れ
、
今
次
の
展
覧
会
に
出
陳
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
の
で
あ

る
。
文
化
財
の
世
界
で
は
言
う
ま
で
も
な
く
新
た
な
発
見
は
当
り
前
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
あ
る
意
味
で
身
近
な
寺
院
か
ら
の
貴
重
な
発
見
を
前
に
し
て
、
喜
ば
し
い
反

面
、
白
状
し
て
し
ま
え
ば
う
ろ
た
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
金
銅
仏
発
見
の
ニ
ュ
ー
ス
は

数
H
か
前
に
情
報
と
し
て
私
の
耳
に
も
届
い
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
ご
本
尊
の
胎
内
に
ど

ん
な
状
態
で
、
ど
の
よ
う
な
お
姿
の
像
が
奉
安
さ
れ
て
い
た
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
で

あ
っ
た
。

気
持
ち
を
昂
ぶ
ら
せ
て
展
覧
会
へ
お
邪
魔
し
て
み
る
と
、
展
覧
会
場
で
は
様
々
な
石

山
寺
の
来
歴
を
示
す
作
品
群
の
中
央
に
、
本
尊
納
入
品
の
全
容
が
わ
か
る
よ
う
に
懇

切
丁
寧
な
解
説
を
付
し
て
展
示
さ
れ
て
い
た
。
因
み
に
こ
の
展
示
室
は
私
の
好
き
な
場

所
で
、
な
に
も
の
か
に
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
な
く
心
ゆ
く
ま
で
浸
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
会
場
で
本
展
の
担
当
者
の
お

一
人
で
あ
る
岩
田
茂
樹
氏
に

お
会
い
で
き
た
の
で
、
発
見
の
経
緯
や
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
詳
細
な
御
意
見
を
聴
か
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
た
だ
そ
の
折
、
氏
は
今
回
の
発
見
に
つ

い
て
は

一
応
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
う
少
し
熟
慮
し
た
い
点
も
あ
り
ま
す

＼ 

.

.

 

j
-

’
 

;
l
“
「

-彎`
ほ

と
話
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
研
究
者
の
常
套
的
な
言
い
訳
で
あ
る
場
合
が
多
い
が
、

普
段
か
ら
の
氏
の
慎
重
さ
を
知
る
私
に
は
、
通
り

一
遍
の
言
い
訳
の
よ
う
に
聞
き
流
す

に
は
い
か
な
い
あ
る
響
き
が
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

タ
イ
ム
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
い
わ
ば
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
学
芸
員
に
と
っ
て
、
展
覧
会
は
い
つ
も
何
か
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
本
尊
の
胎
内
か
ら
の
飛
鳥
・
白
鳳
期
の
金
銅
仏
の
発
見
お
よ
び
展
示
紹
介
は
本
展

の
意
義
を
余
り
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
石
山
寺
の
創
建
に
関
わ

る
で
あ
ろ
う
資
料
の
発
見
は
こ
れ
ま
で
の
ー
少
な
く
と
も
私
自
身
の
ー
石
山
寺
の
〈像
〉

に
変
更
を
迫
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
が
故
に
確
か
な
〈像
〉
を
結
ぶ
ま
で
じ
っ

と
眼
を
凝
ら
し
て
い
た
い
欲
求
に
か
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

”か
た
ち
II

に
し
な

け
れ
ば
展
覧
会
は
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。
邪
推
を
交
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
あ
た
り
の

こ
と
を
岩
田
氏
は
そ
っ
と
語
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
学
芸
貝
と
は
つ
く
づ
く
因
果
な

商
売
で
あ
る
と
思
う

一
瞬
で
あ
る
。

土

井

通

弘

（

滋

賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
学
芸
主
任）

展示風景
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彫石横笛 銅益燻 投壺

御
冠
残
欠
、
赤
漆
六
角
小
櫃
、
赤
漆
八
角
小
櫃
、

冠
架
、
漆
冠
笥
、
珊
瑚
、
袈
裟
付
木
蘭
染
羅
衣
、

彫
石
横
笛
、
紫
檀
槽
四
絃
琵
琶
、
桑
木
玩
咸
、

深
緑
維
玩
咸
袋
、
伎
楽
面
（
師
子
・
毘
裔
•
太

孤
児
）
、
革
帯
、
木
笏
、
破
陣
楽
太
刀
、
破
陣
楽

接
腰
、
笛
吹
抱
、
呉
楽
師
子
児
布
診
、
緋
施
襴
、

緑
綾
几
帯
、
未
造
了
沈
香
木
画
筆
管
、
花
縣
、

色
脈
、
華
厳
経
論
峡
、
墨
、
金
銅
剪
子
、
佐
波

理
加
盤
、
新
羅
文
書
、
銅
匙
、
雑
物
出
入
継
文
、

正
倉
院
古
文
書
正
集
第
四
十
四
巻
（
孝
謙
宣

命
•
他
田
B

奉
部
直
神
護
解
ほ
か
）
、
続
修
正

倉
院
古
文
書
別
集
第
三
十
五
巻
（
楽
具
検
定

注
文
ほ
か
）
、
正
倉
院
古
文
書
正
集
第
十
五
巻

（
尾
張
国
正
税
帳
・
伊
賀
国
正
税
帳
・
志
摩
国

輸
庸
帳
）
、
正
倉
院
古
文
書
正
集
第
二
十
巻
（
下

総
国
葛
飾
郡
大
嶋
郷
戸
籍
）
、
続
修
正
倉
院

古
文
書
第
三
十
六
巻
（
造
金
堂
所
解
）
、
続
々

修
正
倉
院
古
文
書
第
二
十
六
峡
第
五
巻
（
間

校
帳
）
、
東
南
院
古
文
書
第
五
櫃
第
三
巻
（
聖

武
天
皇
勅
．
奴
婢
帳
目
録
・
新
羅
江
荘
券
ほ
か
）
、

東
大
寺
開
田
地
図
（
越
前
国
足
羽
郡
道
守
村

地
図
）
、
双
六
局
、
双
六
筒
、
投
壺
、
投
壺
矢
、
墨

絵
弾
弓
、
玉
長
杯
、
玉
器
、
雲
鳥
飛
仙
背
円
鏡
、

漆
皮
鏡
箱
、
銅
薫
櫨
、
金
銅
火
舎
、
密
陀
絵
烏

獣
文
漆
櫃
、
白
綾
褥
、
朽
葉
色
脳
細
純
、
央
細

羅
几
褥
、
小
乗
雑
経
秩
、
鯨
韻
金
銀
絵
如
意
、

黒
柿
蘇
芳
染
金
銀
絵
如
意
箱
、
柿
柄
塵
尾
、

漆
塵
尾
箱
、
琥
珀
誦
数
、
柳
箱
、
磁
塔
、
白
石
塔
、

銀
平
脱
龍
船
墨
斗
、
如
来
興
顕
経
巻
第
二
、
菩

薩
地
持
経
巻
第
一、
大
方
広
仏
華
厳
経
論
巻

第
十
七

特
別
展

第
54
回

正

倉

院

展

1
0
/
2
6
1
1
1
/
1
1

東
西
新
館

《
主
な
出
陳
作
品
》

雑
宝
蔵
経
巻
第

一〈
光
明
皇
后
願
経
〉
、
講
讃

大
乗
功
徳
経
〈
善
光
朱
印
経
〉
、
◎
花
鳥
餘
情

〈
一
条
兼
良
自
筆
〉
、
◎
日
本
感
霊
録
、
し
ゅ
天

ど
う
じ
、
禅
院
井
赤
山
記
、
啓
白
諸
旬
集
、
◎

万
代
和
歌
集
〈
撰
者
自
筆
〉
、
源
三
位
頼
政
集

〈山
科
言
継
筆
〉

、
節
用
集
、
伊
勢
公
卿
勅
使

神
宝
絵
図
、
宰
相
入
道
教
長
口
伝
、
歌
占
、
長

恨
歌
伝
・
琵
琶
行
〈
消
原
宜
賢
筆
〉
、
平
等
院

御
経
蔵
目
録
、
雑
念
集
〈
成
賢
筆
〉
、
舎
利
講

式
、
観
音
講
式
、
月
庵
和
尚
仮
名
法
語
〈
五
山

版
〉
、
御
成
敗
式
目

〈
大
永
版
〉
、
源
氏
物
語
、

観
世
流
謡
本
〈
嵯
峨
本
〉
、
日
本
書
紀
神
代
巻

〈
慶
長
勅
版
〉
、
七
書
〈
伏
見
版
〉
、
文
選
〈
直
江

版
〉
、
住
吉
潮
干
図
〈
住
吉
如
慶
筆
〉
、
源
氏
物

語
湖
月
抄
〈
賀
茂
真
淵
自
筆
書
入
〉
、
新
古
今

論
〈
本
居
大
平
自
筆
・
宣
長
自
筆
訂
正
〉
、
貞

丈
雑
記
〈
伊
勢
貞
丈
自
筆
〉
、
新
撰
字
鏡
〈
狩

谷
腋
齋
自
筆
〉
、
伊
勢
物
語
朔
疑
抄
〈
田
村
宗

永
自
筆
書
入
〉
、
周
防
の
内
侍
、
魚
太
平
記
、
好

色

一
代
女
、
五
十
人

一
首
狂
歌
集
、
そ
れ
か
ら

〈
夏
目
漱
石
自
筆
原
稿
〉
、
玄
鶴
山
房

〈芥
川

龍
之
介
自
筆
原
稿
〉
、
春
日
の
鹿
〈
北
原
白
秋

自
筆
原
稿
〉

特
別
陳
列

龍
門
文
庫

1
1
/
2
6
i
1
2
/
2
3

西
新
館

〔
中
国
〕

＠

一
遍
聖
絵
（
清
浄
光
寺
・
歓
喜
光
寺
）
、

＠

一
遍
聖
絵
第
七
巻
（
東
京
国
立
博
物
館
）

知
ら
れ
ざ
る
奈
良
の
至
宝

，
 

奈
良
時
代
の
仏
像

天
立
像
、
◎
脱
活
乾
漆
・
木
造
伝
救
脱
菩
薩

立
像
（
以
上
秋
篠
寺
）
‘
◎
銅
造
誕
生
釈
迦
仏

立
像
（
悟
真
寺
）
〈
10
／
7
ー
〉
、
銅
造
誕
生
釈

迦
仏
立
像
（
個
人
）
、
＠
脱
活
乾
漆
目
健
連
立

像
、
＠
脱
活
乾
漆
舎
利
弗
立
像
、
＠
脱
活
乾

漆
緊
那
羅
立
像
（
以
上
興
福
寺
）
‘
◎
木
造
西

大
門
勅
額
（
東
大
寺
）
‘
◎
木
造
十
一
面
観
音

立
像
（
薬
師
寺
）
‘
◎
銅
造
光
背
〈
二
月
堂
光
背
〉

（
東
大
寺
）
‘
◎
木
造
菩
薩
立
像
（
金
竜
寺
）
、

◎
木
心
乾
漆
文
殊
菩
薩
坐
像
（
薬
師
寺）
、＠

木
心
乾
漆
義
淵
僧
正
坐
像
（
岡
寺
）
‘
◎
木
心

乾
漆
阿
悶
如
来
坐
像
（
西
大
寺
）

平
安
時
代
初
期
の
仏
像
＠
木
造
薬
師
如

来
坐
像
（
当
館
）
、
＠
木
造
薬
師
如
来
立
像
（
元

興
寺
）
、
◎
木
造
吉
祥
天
立
像
（
法
明
寺
）
、
◎

木
造
十

一
面
観
音
立
像
（
薬
師
寺
）
‘
◎
木
造

聖
観
音
立
像
（
観
心
寺
）
‘
◎
木
造
千
手
観
音

立
像
（
園
城
寺
）
‘
◎
木
造
十

一
面
観
音
立
像

（
勝
林
寺
）
‘
◎
木
造
十
一面
観
音
立
像
（
地
福

寺
）
‘
◎
木
造
観
音
菩
薩
立
像
（
セ
ゾ
ン
現
代

美
術
館
）

ガ
ン
ダ
ー
ラ
・
中
国
・
朝
鮮
半
島
の
仏
教
彫
刻

〔
ガ
ン
ダ
ー
ラ
〕
石
造
如
来
立
像
、
石
造
菩

薩
立
像
、
ス
ト
ゥ
ッ
コ
如
来
頭
部
、
ス
ト
ゥ
ッ
コ
如

来
坐
像
、
ス
ト
ゥ
ッ
コ
菩
薩
立
像
、
ス
ト
ゥ
ッ
コ
ア

ト
ラ
ス
像
、
石
造
貴
婦
人
群
像
（
以
上
個
人
）
、

石
造
仏
伝
図
浮
彫
（
当
館
）

銅
造
仏
三
尊
飾
板
、
銅
造
誕
生
釈

1
1
2
/
2
5
 

◎
脱
活
乾
漆
・
木
造
梵

l
l
/
2
6
i
1
2
/
2
3

東
新
館

親
と
子
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

一
遍
聖
絵
絵
巻
を
あ
じ
わ
う

（
当
館
）

平
常
展

「
仏
教
美
術
の
名
品
」

i
1
2
/
2
5
 

本
館

本
館
・
西
新
館

迦
仏
立
像
（
以
上
個
人
）
、
銅
造
二
仏
並
坐
像

（
当
館
）
、
銅
造
菩
薩
坐
像
、
銅
造
力
士
立
像
、

◎
木
造
諸
尊
仏
愈
（
以
上
個
人
）
、
方
形
独
尊

坐
像
塘
仏
、
方
形
阿
弥
陀
一二
尊
塘
仏
、
方
形

独
尊
塘
仏
、
小
型
独
尊
塘
仏
、
多
宝
塔
塘
仏
（
以

上
当
館
）
、
石
造
如
来
頭
部
〈
雲
岡
〉
、
石
造
菩

薩
頭
部
〈
臨
県
〉
、
石
造
如
来
頭
部
〈
天
龍
山
〉
、

石
造
仏
五
葬
碑
像
、
石
造
仏
立
像
、
石
造
仏
浄

土
碑
群
像
、
◎
石
造
三
尊
仏
織
（
以
上
個
人
）
、

◎
石
造
三
尊
仏
廊
、
◎
石
造
十

一
面
観
音
立

銅
造
如
来
立
像
（
光
明
寺
）
、

銅
造
如
来
立
像
（
当
館
）

檀
像

◎
木
造
観
音
菩
薩
立
像
（
本
山
寺
）
、

◎
木
造
菩
薩
立
像
（
個
人
）
‘
◎
木
造
十
一
面

観
音
立
像
（
当
館
）
‘
◎
木
造
十

一
面
観
音
立

像
（
海
住
山
寺
）

小
金
銅
仏
銅
造
如
来
立
像
（
当
館
）
‘
◎
銅

造
観
音
菩
薩
立
像
（
金
剛
寺
）
‘
◎
銅
造
観
音

菩
薩
立
像
（
法
隆
寺
）
‘
◎
銅
造
観
音
菩
薩
立

像
（
観
心
寺
）
、
銅
造
菩
薩
立
像
（
典
福
院
）
、

◎
銅
造
菩
薩
半
珈
像
（
神
野
寺）
‘
◎
銅
造
菩

薩
立
像
（
法
起
寺
）
‘
◎
銅
造
菩
薩
半
珈
像
（
東

大
寺
）
、
銅
造
菩
薩
立
像
〈
伝
白
山
出
士
〉
（
当

館
）
、
銅
造
観
音
菩
薩
立
像
〈
仏
像
型
〉
（
個
人
）

仮
面

◎
木
造
舞
楽
面
・
陵
王
（
氷
室
神
社
）
、

◎
木
造
舞
楽
面
・
毘
裔
八
仙
（
当
館
）
‘
◎
木

造
舞
楽
面
・
新
鳥
蘇
、
◎
木
造
舞
楽
面
・
納
曾

利、
◎
木
造
舞
楽
面
・皇
仁
庭
（
以
上
春
日
大

社
）
、
◎
木
造
舞
楽
面
・
散
手
、
◎
木
造
舞
楽
面
・

胡
徳
楽
、
◎
木
造
舞
楽
面
・
胡
徳
楽
勧
杯
、
◎

木
造
舞
楽
面
・
胡
徳
楽
瓶
子
取
（
以
上
手
向

山
八
幡
宮
）
、
木
造
舞
楽
面
・
ニ
ノ
舞

〈
腫
面
〉

像
（
以
上
当
館
）

〔
朝
鮮
半
島
〕
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特
集
展
示

「
阿
弥
陀
信
仰
の
彫
像
」
1
1
2
/
2
5

本
館

平
安
時
代
後
期
の
仏
像
木
造
大
日
如
来

坐
像
（
西
城
戸
町
）
、
木
造
釈
迦
如
来
坐
像
（
法

隆
寺
）
、
木
造
菩
薩
半
珈
像
、
木
造
不
動
明
王

立
像
（
以
上
個
人
）
‘
◎
木
造
増
長
天
立
像
（
称

名
寺
）
‘
◎
木
造
増
長
天
立
像
（
法
明
寺
）

鎌
倉
時
代
の
仏
像

◎
木
造
如
来
坐
像
（
興

福
寺
）
、
木
造
如
意
輪
観
音
坐
像
（
当
館
）
、
木

造
弥
勒
菩
薩
立
像
（
林
小
路
町
）
、
銅
造
不
動

明
王
立
像
（
天
ヶ
瀬
組
）
‘
◎
木
造
十
二
神
将

立
像
〈
辰
・
未
〉
（
室
生
寺
）
、
木
造
愛
染
明
王

坐
像
、
木
造
十

一
面
観
音
立
像
（
以
上
当
館
）
、

◎
木
造
馬
頭
観
音
立
像
（
浄
瑠
璃
寺
）
‘
◎
木

造
地
蔵
菩
薩
立
像
（
長
命
寺
）

神
仏
習
合
の
彫
像

◎
銅
造
蔵
王
権
現
立

像
（
大
峰
山
寺
）
、
木
造
蔵
王
権
現
立
像
（
当
館
）
、

◎
木
造
大
将
軍
神
坐
像
（
大
将
軍
八
神
社
）
、

木
造
男
神
坐
像
（
観
音
寺
）
、
＠
木
造
八
幡
三

神
坐
像
（
薬
師
寺
）
、
木
造
伊
豆
山
権
現
立
像
、

木
造
男
女
神
像
（
以
上
当
館
）

◎
木
造
裸
形
阿
弥
陀
如
来
立
像
、
◎
木
造
重

源
上
人
坐
像
、
◎
木
造
菩
薩
面
（
以
上
浄
土
寺
）
、

◎
木
造
紅
破
璃
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
当
麻
寺
）
、

◎
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
泉
屋
博
古
館
）
、

◎
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
東
大
寺
）
、
木
造

地
蔵
・
龍
樹
菩
薩
坐
像
（
当
館
）
、
木
造
宝
冠

阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
安
楽
寿
院
）
、
木
造
阿
弥

陀
如
来
坐
像
（
当
館
）
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
立

像
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
以
上
個
人
）
、

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
金
剛
寺
）
、
木
造
阿

弥
陀
如
来
坐
像
（
当
館
）
、
木
造
阿
弥
陀
如
来

千
罷
寺
）

特
集
展
示

「
厨
子
」
1
1
/
2
6
i
1
2
/
2
5

西
新
館
北

＇ 
坐
像
（
西
大
寺
）
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
及
び
両

脇
侍
像
（
峰
定
寺
）
、
木
造
裸
形
阿
弥
陀
如
来

立
像
（
当
館
）
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
個
人
）
、

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
当
館
）
‘
◎
銅
造
阿

弥
陀
如
来
立
像
（
善
光
寺
）
、
鉄
造
阿
弥
陀
如

来
立
像
（
西
法
寺
）

◎
密
観
宝
珠
嵌
装
舎
利
厨
子
（
般
若
寺
）
、
◎

宝
腋
印
塔
嵌
装
舎
利
厨
子
（
当
館
）
、
密
観
宝

珠
嵌
装
舎
利
厨
子
（
金
剛
山
寺
）
‘
◎
首
懸
駄

都
種
子
曼
荼
羅
彩
絵
厨
子
（
当
館
）
、
宝
飽
印

塔
嵌
装
舎
利
厨
子
（
福
田
寺
）
、
春
日
神
鹿
舎

利
厨
子
（
当
館
）
‘
◎
五
輪
塔
嵌
装
舎
利
厨
子

（
不
退
寺
）
‘
◎
四
方
殿
舎
利
厨
子
（
能
満
院
）
、

◎
山
王
曼
荼
羅
彩
絵
舎
利
厨
子
（
聖
衆
来
迎

寺
）
‘
◎
大
般
若
経
厨
子
（
当
館
）
‘
◎
黒
漆
厨

子
（
清
涼
院
）
‘
◎
両
界
曼
荼
羅
彩
絵
厨
子
（
当

館
）
、
普
賢
菩
薩
来
迎
図
（
長
福
寺
）

特
別
陳
列

「
千
憫
寺
所
蔵
紫
檀
塗
螺
釧
厨
子
」

1
1
/
2
6
1
1
2
/
2
5

西
新
館
北

紫
檀
塗
螺
釧
厨
子
、
阿
弥
陀
三
尊
像
（
以
上

,
1
1
/
2
6
i
1
2
/
2
5

西
新
館
北

蓮
華
文
鬼
瓦
〈
奈
良
・
奥
山
久
米
寺
出
土
〉
（
京

都
国
立
博
物
館
）
、
蓮
華
文
鬼
瓦
〈
奈
良
•
山

村
廃
寺
出
土
〉
（
個
人
）
、
鬼
身
文
鬼
瓦
〈
奈
良
・

薬
師
寺
出
土
〉
（
京
都
国
立
博
物
館
）
、
鬼
面

文
鬼
瓦
〈
奈
良
・
中
山
瓦
窯
出
士
〉
（
当
館
）
、

◎
鬼
面
文
鬼
瓦
〈
伝
奈
良
・
大
安
寺
出
土
〉
（
個

人
）
、
鬼
面
文
鬼
瓦
〈
奈
良
・
秋
篠
寺
出
土
〉
（
個

人
）
‘
◎
鳳
凰
文
塘
（
南
法
華
寺
）
、
◎
石
製
九

輪
〈
奈
良
・
山
村
廃
寺
出
士
〉
（
円
照
寺
）
、
＠

粟
原
寺
伏
鉢
（
談
山
神
社
）
、
中
国
古
瓦
（
か
わ

ら
美
術
館
）
‘
◎
佐
井
寺
俯
道
薬
墓
出
土
品
（
当

館
）
‘
◎
青
磁
鉢
（
正
暦
寺
）
‘
◎
鍍
銀
経
箱
〈
奈

良
・
金
峯
山
経
塚
出
土
〉
（
金
峯
神
社
）
、
銅
経

筒
〔
平
治
元
年
銘
〕
、
陶
製
経
筒
〈
愛
媛
・
北
条

市
出
土
〉
（
以
上
当
館
）
、
＠
朝
熊
山
経
塚
遺

物
〈
三
重
・
経
ヶ
峯
経
塚
出
士
〉
（
金
剛
証
寺
）
、

◎
粉
河
経
塚
遺
物
〔
天
治
二
年
銘
〕
‘
◎
銅
経

筒
・
滑
石
外
筒
〔
保
延
七
年
銘
〕
（
以
上
当
館
）
、

◎
藤
原
道
長
願
経
〈
奈
良
・
金
峯
山
経
塚
出
土
〉

（
金
峯
神
社
）
、
紙
本
墨
書
法
華
経
〈
奈
良
・
粉

河
経
塚
出
土
〉
、
紙
本
朱
書
法
華
経
〈
伝
大
分

県
出
土
〉
（
以
上
当
館
）
、
紙
本
朱
墨
交
書
法

華
経
〈
和
歌
山・
王
子
神
社
経
塚
出
土
〉
（
王

子
神
社
）
‘
◎
銅
板
経
〈
大
分
•
長
安
寺
経
塚

出
士
〉
（
長
安
寺
）
、
瓦
経
〈
福
岡
・
飯
盛
山
経

塚
出
土
〉
、
青
石
経
〈
愛
媛
・
大
H
堂
経
塚
出
土
〉

（
以
上
当
館
）
、
経
塚
出
土
鋭
（
当
館
・
個
人
）

@
1
1
国

宝

◎

11
重
要
文
化
財

出
陳
品
は
、
都
合
に
よ
り
一部
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

特
別
出
陳

1
1
2
/
2
5

西
新
館
北

◎
薬
師
三
尊
像
（
薬
師
寺
講
堂
）

特

別

出

陳

＼

12
／

25

本
館

＠
薬
師
如
来
立
像
（
唐
招
提
寺
金
堂
）

爵
、
触
、
騨
、
長
頸
尊
、
触
形
尊
、
弾
、
方
葬
、
出
、

紙
、
戦
、
鼎
、
甑
、
隔
、
纂
、
須
皿
、
豆
、
盤
、
匝
、
益
、

壺
、
鐘
、
紡
、
扁
壺
、蒜
頭
壺
、
鼈
、
錢
、
博
山
炉
、

鎖
子
、鏡、
諄
子
な
ど

平
常
展

坂
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
中
国
古
代
青
銅
器
」1
1
2
/
2
5

本
館

◎
薬
師
寺
西
塔
出
土
塔
本
塑
像
断
片
、
塑
像

人
物
頭
部
〈
奈
良
•
本
薬
師
寺
出
土
〉
（
以
上

薬
師
寺
）
、
塑
像
菩
薩
頭
部
〈
奈
良
・
定
林
寺

出
土
〉
（
奈
良
国
立
博
物
館
）
、
塑
像
断
片
〈
奈

良
・
川
原
寺
裏
山
出
土
〉
（
明
日
香
村
）
、
塑
像

断
片
〈
滋
賀
・
雪
野
寺
出
土
〉
（
個
人
）

1
1
/
2
6
1
1
2
/
25

西
新
館
北

特
集
展
示

「
薬
師
寺
西
塔
出
土
塔
本
塑
像
と

そ
の
周
辺
」



園凰文由（商末周初期 B C.11-B.C.10世紀）
坂
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

こ
の
た
び
坂
本
五
郎
氏
よ
り
中
国
古
代

の
青
銅
器
一
＿
＿
八
〇
余
点
が
奈
良
国
立
博
物

館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
当
館
で
は
、
本
館

の
南
に
位
置
す
る
第
十
四
室
と
十
五
室
を

そ
の
専
用
展
示
室
と
し
、
九
月
七
日
か
ら

平
常
展
示
を
開
始
し
ま
し
た
。
坂
本
氏
は

古
美
術
商
店
「
不
言
堂
」
の
初
代
社
長
で
、

古
美
術
品
の
蒐
集
家
と
し
て
著
名
で
す
。

同
氏
が
情
熱
を
傾
け
、
半
生
を
賭
け
て
集

め
た
今
回
の
寄
贈
品
は
、
中
国
の
商
（
殷
）

時
代
か
ら
漢
時
代
（
紀
元
前
十
七
＼
紀
元

三
世
紀
）
ま
で
の
青
銅
製
容
器
や
楽
器
が

主
体
を
占
め
、
武
器
や
車
馬
具
、
農
工
具
、

文
具
類
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

中
国
の
青
銅
器
時
代
は
紀
元
前
二

0
0

0
年
こ
ろ
に
始
ま
り
、
歴
史
書
に
記
さ
れ

た
夏
、
商
（
殷
）
、
周
の
三
代
を
経
て
、
紀
元

前
―
-
＿
世
紀
（
戦
国
時
代
後
期
）
ま
で
続
き
ま

い

き

す
。
商
・
周
時
代
の
青
銅
容
器
は
葬
器
と
よ

ば
れ
、
世
界
の
青
銅
器
文
化
の
中
で
最
も

発
達
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

商
代
の
葬
器
は
主
に
祖
先
神
を
祭
る
宗
廟

の
器
で
、
そ
れ
は
祭
器
で
あ
り
、
礼
器
で
も

あ
り
ま
し
た
。
周
代
に
入
る
と
祖
先
祭
祀

が
形
骸
化
し
、
代
わ
っ
て
諸
侯
、
卿
大
夫
、

士
と
い
う
身
分
秩
序
の
象
徴
と
し
て
所
有

す
る
礼
器
の
数
が
重
要
視
さ
れ
、
ま
た
儀

式
用
の
音
楽
を
奏
す
る
た
め
に
楽
器
も
発

達
し
ま
し
た
。

ゅ
う

坂
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
鳳
厘
文
由
（
商

末
周
初
期
）
の
よ
う
に
美
術
作
品
と
し
て

優
れ
た
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

商
時
代
前
半
の
二
里
岡
期
（
紀
元
前
十
七

S
紀
元
前
十
五
世
紀
）
か
ら
、
商
時
代
後

期
（
殷
墟
期
）
、
周
時
代
を
通
し
て
秦
漢
時

代
に
至
る
ま
で
の
青
銅
舞
器
の
大
部
分
の

器
種
が
含
ま
れ
、
各
種
の
文
様
も
観
察
で

き
、
中
国
古
代
青
銅
器
を
理
解
す
る
上
で

格
好
の
作
品
群
と
い
え
ま
す
。
ま
た
中
国

古
代
史
の
歴
史
資
料
と
し
て
も
見
過
こ
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

S
I
 

溝
｀
没

t
係
｀

「
中
国
古
代
青
銅
器
」

の
寄
贈

特別陳列重要文化財千膿寺所蔵紫檀塗螺細厨子 (11/26~ 12/25) 
せんたいじ ,, んどん

奈良県大和郡山市の千罷寺において、本尊の阿弥陀三尊像を安置している大形の厨子。木造黒漆塗で、四方に樫貪式の扉（取り外し

のできる扉）をはめる珍しい形式を見せます。柱や基壇上面などには朱漆で木目を描いた「紫檀塗」が見られ、基壇には螺釧の細片をびっし
みじんらでん

り埋め尽くした「微塵螺釧」が見られます。現在残る作品の中では、このような技法が見られるもっとも古い作品です。基壇の羽目板には浄土

宗の祖師十人が描かれています。また、随所に見える金銅金具には宝相華が彫刻されています。今回の展示は、この知られざる名品を初め

て寺外で公開するもので、あわせて阿弥陀三尊像（鎌倉時代）も出陳されます。

特集展示薬師寺西塔出土塔本塑像とその周辺勺五厄6::::,1む匈JibiiWi~nmmm,g笞ら
薬師寺西塔の創建は東塔の建立時期の天平2年(730)とほぼ同じころと推定され、そこから出土した塑像の断片は、当時の塔本塑像の

実態を知る上に貴重な資料です。これらの塑像は釈迦八相像の断片の一部とみられ、仏、菩薩、天部、神将、俗体や獣形、山岳などの多岐

におよんでいます。当館には飛鳥地方や近江の古代寺院出土塑像の断片も所蔵や寄託されており、それらの遺品もあわせて展示し、白鳳か

ら奈良時代の塔本塑像の実態に迫ります。

I ●公開講座• I 

10月26日（士）「正倉院宝物にみる神仙世界一天平人の桃源郷ー」
仏教美術脊料研究センター長 井口

11月2日（土）「正倉院宝物と新羅貿易」 奈良大学教授 東野

11月3日（日）「宝物への視線一その時代性ー」
宮内庁正介院事務所所長 樫山

麒 笠塚

美術室長 中島

町'I文庫理~· 柳田

11月9日（土）「大仏造立と開眼会」
12月7日（土）「一遍聖絵ー絵のなりたちー」
12月21日（土）「龍門文庫の抄物」
※13時30分から15時まで。講堂にて。
聴講は無料。定員は各回200名の先着順。

喜晴

治之

和民

泰光

博

征司

I • ギャラリートーク• I 

10月12日（土）「聖武天皇と光明皇后」
11月23日（土）「正倉院の宝物」
12月148(土）「奈良時代の絵画」

汽料管理研究室長 西山

工芸室艮 内藤

研究）1谷口

厚

榮

耕生

※小学5・6年生と中学生、その保護者を対象にした教室です。
※はがきに、「親と子の文化財教室参加申込」と記入の上、氏名・住所・郵便番号・
学校名・学年・電話番号同伴する保護者の氏名参加を希望される月日（いくつ
でもかまいません）を必す記入して、教育室までお申し込みください。
(FAX可 0742-22-7221)
※当館講堂において10時から12時までおこないます。

I ●ポランティアによる解説• I 

10月2日（水）「絵図の楽しさ、おもしろさ」
11月13日（水）「阿弥陀信仰の彫像」
11月30日（土） 「一遍聖絵をあじわう」
12月11日（水）「千憫寺所蔵紫檀途螺鋪厨子について」

※いすれも14時から、展示室にて。入館者の聴講自由。

在料管理研究室長 西山

主任研究u稲本
研究員 谷口

工芸室長 内藤

厚

生

生

榮

泰

耕

ポランティアによる解説を開館日のl0:00-1 3:00、l3:30-1 6:30の時間帯

に展示室でおこなっています。20名以上の団体の場合は、事前にこ相談のうえ、こ

予約をお願いします。

こ予約•お問い合せ先 教育室宮田（電話0742-22-7008)

●展覧会日程●

10 月 I l l 月 I 12 月

本 館 平常展(-12/25)

西新館
―平常展(-10/6) 休館(1017-10/25) '. 正倉院展(10/26-11/11):休館(ll/12-77/25) こ．平常展(11/26::.]2/25) I 

：龍門文庫(ll/26;;;切 23) ＇ 
西一大寺古(=桧図101埠£6る)_.-ー→ 休館(10/7-10/25) '正倉院展(10/26-11/11)1休館(11/12-11/25) ' —遍聖絵 (11 /26-12/23)東新館 ＇ 



展示品の
見どころ

芯
及滋

くわのきのげんかん

桑 木玩 咸
正介院宝物

長102.8cm

ちくりんの

バンジョーを思わせる円形の胴を有する四絃の楽器。この形式の楽器は竹林
しち •tん

七野（中国南朝・晋時代の七人の高士）のひとり玩咸がこよなく愛したと伝えら

れているので、彼の名をとり玩咸と呼ばれている。正倉院宝扉には聖武天皇の
こっかちんぼうちょう らでんしたん,,,,んかん

追愛品で「国家珍宝帳」に記載される螺釧紫棺玩咸と、この一面のあわせてニ

面が伝わっている。中国・唐時代に流行したらしく、この時期の石窟の壁画など

にしばしば玩咸を見ることができる。
すおう

桑木玩咸は蘇芳で染めたクワを主な材とし、一部にヤチダモ（もしくはシオジ）
かんばち

やシタンを用いている。拌撥は八花形に切った革を貼り、朱と丹で隈取りした八

弁花を地文に描き、その上に松の木の下で囲碁をする三人の高士を彩絵してい

る。彼らの傍らには投壺という遊戯具や酒器なども見える。彩色の上には密陀油

をひいている。高士が愛したという玩咸にふさわしい慈匠の拝撥絵といえよう。ま

た、す阜撥の上方左右に二個の小円形の革が貼られているが、近年の光学調査

によって日月が描かれていることがわかった。

胴部の裏側に「東大寺」という刻銘があり、これによって東大寺で用いられた

ことがわかる。当時、寺院では伎楽など種々の楽舞が上演されたが、この玩咸も

東大寺の寺院楽で用いられたものであろう。往時の華やかな寺院の催しをしの

ぶことができる。

（工芸室長 内藤 榮）

■開館時問 9時30分~17時「正倉院展」会期中は9時~18時
(11月8日面までの毎週金曜日は19時まで。
11月1日⑥は平常展のみ17時まで）
※いすれも入館は閉館の30分前まで

■休館日 月曜日（ただし10月14日・12月23日は開館、 10月15日⑳
12月24日図は閉館。正倉院展会期中は無休）、12月26日困~l月3日俄

●観覧料金

団

平

常

展
般

体

般

体
団売

一

前

正
倉
院
展

大 人 大学・高校生

420円 130円

210円 70円

大 人 大学・高校生中学・小学生

1,000円

900円

700円

600円

400円

300円

＊団体は賣任者が引率する20名以上。
＊正倉院展前売り券は、当館 • 近鉄、 JR西日本、 JR東海の主要駅・チケットぴあ・
ファミリーマート(Pコード468-193)・ローソン(Lコード54910)で販売いたします。
＊親と子のギャラリー•特別陳列 • 特集展示は、平常展料金でこ覧いただけます。

〔交通案内〕近鉄奈良駅から徒歩15分、またはJR奈良駅・近鉄奈良駅から

バスで「氷室神社・国立博物館」下車すぐ

「奈良国立博物館だより」は、 l・4・7・10月に発行します。郵送
をこ希望の方は、何月号かを明記し、返信用封筒(90円切手貼付、
宛名明記）を同封して、当館の企画室にお申し込みください。

魯 奈良国立博物館
孤~ NaraNational Museum 

〒630-8213奈良市登大路町50(奈良公園内）TEL. 07 42-22-7771 FAX. 07 42-22-7221テレホン・サービス 0742-22-3331ホームページ(URL)http:/ /www.narahaku.go.jp/ 




